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株式会社とくし丸

残暑でも熱中症注意︕とくし丸で予防を啓発
環境省の取り組みに賛同。移動スーパーのインフラを活⽤し
2,500名以上の⾼齢者に注意を呼びかけ

ニュースリリース

△配布しているリーフレット（環境省作成）

株式会社とくし丸（本社︓徳島県徳島市、代表取締役社⻑︓新
宮 歩、以下「移動スーパーとくし丸 /とくし丸」は、環境省の
熱中症予防の活動に賛同し、移動スーパーとくし丸を通じて、
⾼齢者に対する啓発活動を実施します。

■ 経緯

とくし丸は、買い物にお困りの⾼齢者を中⼼に、⾷品や⽇⽤品
を販売する移動スーパー事業を全国展開しています。現在は
141社のスーパーと提携し、1,147台稼働しています。（2023
年8⽉時点）

近年の熱中症による死亡者数・緊急搬送者数の著しい増加もあ
り、環境省では熱中症予防情報サイト（※1）や官⺠連携での予
防の啓発を⾏っています。特に今年は9⽉に⼊ってもなお、各地
で最⾼気温が30℃以上を記録しており、注意が必要です。

秋⼝は夏に⽐べて気温が下がることから、多くの⼈が⽔分補給
を怠ってしまう傾向にあります。総務省消防庁によると今年9⽉
4⽇〜9⽉10⽇までの全国の熱中症による救急搬送⼈員は2,295
⼈にのぼり（※2）、注意が必要です。

そこで、環境省による適切な熱中症予防⾏動の啓発に賛同する
形で、とくし丸のチャネルを活かした啓発活動を実施する運び
となりました。

とくし丸は、各地域の⾃治体や警察署と⾒守り協定を締結し、
販売パートナーは⽇ごろからお客さまに異変がないかを⾒守る
役⽬も果たしています。だからこそ、単なるリーフレットの配
布ではなく、⼀⼈ひとりの体調に気遣いながら呼びかけを⾏う
ことができます。

なお、本取り組みは提携スーパーであるリウボウストア、しず
てつストア、並びに現場の最前線で活躍する販売パートナーに
協⼒いただき、残暑が続く沖縄県・静岡県にて実施します。

△移動スーパーとくし丸で
熱中症注意喚起のチラシを配布している様⼦

※1出典︓環境省熱中症予防情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/

※2出典︓「熱中症調査結果」（消防庁）
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html

https://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html


■ 実施概要

5. 参考

移動スーパー「とくし丸」について

47都道府県で1,147台のトラックを活⽤し、約17万⼈のお客さまに
商品をお届けする移動スーパーです(2023年8⽉時点)。スーパーの
超⼤型化＆郊外化で、近所の商店がなくなり、⽇常の買い物に不⾃
由している⼈たち、いわゆる「買い物難⺠（買い物困難者）」が増
えてきています。その⼤半はシニア層です。「買い物」という⾏為
は、⽣活の中の「お楽しみ」であると考え、シニアのみなさまが現
物を「⾒て・触って・感じて・選んで」本来の「買い物」ができる
よう、「移動スーパーとくし丸」が誕⽣しました。メインのお客さ
まは80歳前後の⼥性で、週に2回程度訪問し、その都度販売員がお
客さま⼀⼈ひとりと⽬を合わせ、会話し、商品や情報を丁寧にお届
けすることが可能です。「おばあちゃんのコンセルジュ」を⽬指し
販売員がお客さまにおすすめしたい商品ばかりを厳選した約400品
⽬、約1,200点もの商品をご提供しています。

【とくし丸HP】 https://www.tokushimaru.jp/

本リリースに関するお問合せ先

＜取材について＞ オイシックス・ラ・⼤地株式会社 広報︓⼩川
TEL︓ 050-5305-0549（直通）
E-mail︓publicity@oisixradaichi.co.jp

△移動スーパーとくし丸の販売の様⼦

配布開始 2023年9⽉18⽇(⽉)〜
対象 移動スーパーとくし丸をご利⽤のお客さま

70代〜80代の⾼齢者がメイン・ターゲット
とくし丸の販売パートナー（ドライバー）より
お客さまへ直接リーフレットを⼿渡すなどのコ
ミュニケーションにより啓発に努める

啓発⽅法

とくし丸1台あたり150枚配布
沖縄県・静岡県で計2,500名分を配布

配布枚数

移動スーパーとくし丸 計16台にて配布
リウボウストア（沖縄県）︓5台
しずてつストア（静岡県）︓11台

配布場所

https://www.tokushimaru.jp/

